
 
 

Fig. 1 サンプルおよび参照試料の XANES スペクトル 
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1．背景と研究目的 

可視光に応答する光触媒は、その使用用途の拡大が可能なために注目されている。広く利用されてい

る酸化チタン(紫外光応答)を原料にした酸化銅複合酸素欠損チタニア系の可視光応答光触媒[1,2]を用い

て東京印刷機材トレーディング株式会社＊と共同研究を実施した(＊2021 年 10 月から光触媒関連事業は

他社(フォトジェン株式会社)に移管された)。今回、新たな条件で作製したチタニア系可視光応答光触媒

の水溶液中での反応中における酸化銅の挙動を調べた。 

 

2．実験内容 

硝酸銅水溶液を用いて酸化チタン上に酸化銅を担持させた。作製した酸化銅担持酸化チタンを還元雰

囲気条件で熱処理することで酸化銅複合酸素欠陥チタニア系可視光応答光触媒を作製した。X 線吸収微

細構造(XAFS)スペクトルの測定には硬 X

線(蛍光収量法)を用いた。粉末状のサン

プルをエタノール(犠牲試薬)20 vol%水溶

液中に分散させ、酸素除去のために窒素

バブリングを行った。 その後、450-455 

nm の青色 LED ランプ(18W)を照射し、照

射前後における XAFS スペクトルの測定

を行った。 

 

3．結果および考察 

Fig. 1 中には可視光(青色 LED)照射前、

照射中、照射中止直後のサンプルの

XANES スペクトルを示した。参照試料デ

ータとの比較から、今回の作製条件では担持酸化銅の構造は CuO よりも Cu2O に近い状態であることが

分かった。以前の作製条件では CuO に近い構造が得られており、水溶液中での光照射によっての CuO

がより還元側の Cu2O の状態に近づく様子が観測されたが(可視光で励起した電子が酸化銅に移動し、水

素生成に使用されなかった電子が酸化銅内に蓄積され、CuO の還元につながったと推測された)、今回

の作製条件では光照射前の段階で Cu2O の構造に近く、光照射中および照射中止直後においても酸化銅

の状態に変化はほぼ生じておらず、Cu2O が安定して担持できていることが推測された。それら構造と

活性との相関関係について、現在検討中である。 
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